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製品と機械のリスクアセスメント

各界から学ぶ、楽しく効果的に企業で働くための意識改革講座
自らの存在感を感じ活き活きと活躍するため学識経験者・コンサルタント・経営者に学ぶ

　製品安全と機械安全について、主にリスクアセスメントの面から講義を行います。まず、製品安全の概
念について学習した後、技術、ヒューマンファクタ、社会規範・法制度、等を通じて、具体的な事例を基に、
製品安全における消費者の権利、誤使用事故防止、製品のリスクアセスメントなど、多面的に製品の安
全確保の方策を紹介します。次に、機械安全の立場から、安全な機械を使って安全に作業すること、すな
わち、安全な機械を設計して、安全な生産ラインを構築し、安全な職場で作業することを論じます。
　本講座は、機械の包括的安全基準や国際安全基準の理解、リスクアセスメント、リスク管理、リスク評価、
制御安全の考え方等、製品安全、機械安全の基礎と素養を得ることを目的としています。

　企業内でたくましく活躍する人材の様々な行動特性や考え方、さらには価値観や成功の秘訣について各界からの
最新情報や研究内容を学ぶ。そして具体的な企業や社員の実践例を数多く知り、企業に働く者の成功の秘訣や心構
えなどを具体的に学ぶ。大学教授や人材コンサルタント、そして国内外で活躍する経験豊富な企業経営者などあらゆ
る立場からの考察と生 し々い現場報告などに基づき、企業の中で今後楽しく効果的に活躍できるよう意識改革を目指す。

講義概要
曜 日 土曜日
時 間 13:00～14:30

14:40～16:10
定 員 40名
会 場 駿河台キャンパス
回 数 16回（8日間）
受 講 料 一般：32,000円

法人：25,600円
学生：16,000円

教 材 レジュメ資料
ポ イ ン ト ★★

講義概要
曜 日 水曜日
時 間 19:00～20:30
定 員 30名
会 場 駿河台キャンパス
回 数 7回
受 講 料 一般：21,000円

法人：16,800円
学生：10,500円

教 材 レジュメ資料
ポ イ ン ト ★

ジャンル 経営・マネジメント

ジャンル 経営・マネジメント

講義レベル 基本～応用

講義レベル 基本～応用
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日 程 内 容 講 師
1 9/24
（土）

安全設計の基礎概念
製品安全について、安全学の視点から幅広く、その特徴と課題等について考察する。 向殿

2
3 10/8
（土）

製品安全の基本
リスク低減の順位・方法、組織のあり方、誤使用はいかにしたらなくなるのか考える。 長田

4
5 10/22
（土）

製品のリスクアセスメント
リスクアセスメンと手法としてのR-Map（リスクマップ）について理解する。 松本

6
7 11/5
（土）

製品安全における安全管理と安全確保
安全管理はどのように行われるのかを現在の法制度とともに考える。 高杉

8
9 11/19
（土）

国際規格による機械安全のグローバル化
機械安全に関わる国際規格体系とその特徴について解説する。 福田

10
11 12/3

（土）
機械安全における安全管理と安全確保
労働安全分野を対象とした新たなリスクアセスメント手法と保護方策のあり方を提案する。 梅崎

12
13 12/17

（土）
生産現場における安全活動実践論
「安全活動は企業体質を強化する有効な手段」につながるという実践事例を中心に解説する。 古澤

14
15 1/14

（土）
安全文化としの製品安全と機械安全
歴史的観点も含めて、安全確保とリスクアセスメントの考え方について解説する。 鞍田

16

日 程 内 容 講 師

1 11/2
（水）

自分の意見を形成しプレゼンする基本的能力
自分の意見を形成するために必要な西洋的思考、東洋的思考、意見を説明できる能力を学びます 平尾

2 11/9
（水）

楽しく働きましょう！　－フロー体験からの提案－
フロー理論を提唱するＭ．チクセントミハイの諸説を中心に、楽しく働くためのヒントを解き明かします 潜道

3 11/16
（水）

製事業承継　－Ｎo．１ブランドを目指して－
まい泉のＭ＆Ａから８年、家業から企業へと変革する為のトップの意思とＥＳの大切さを解説します 岡本

4 11/30
（水）

イノベーションに取り組む心構え
イノベーションを起こすために必要な資質・心構えを具体的な事例をもとに解説します 田辺

5 12/7
（水）

ブランドマーケティングの実際
ハーゲンダッツのブランド構築とそれを支える変革について具体的に明らかにします 馬瀬

6 12/14
（水）

女性活躍社会でのキャリア形成
女性の活躍が求められる背景とこの時代をどう捉え、切り拓いて行くかをともに学びます 眞鍋

7 12/21
（水）

ドラッカーの５つの質問からみる組織イノベーション
ドラッカーの５つの質問がチームのイノベーション活動とどう関係しているかを明らかにします 阪井

■講師紹介
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■講師紹介
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